
町 内 お 知 ら せ

◎下記、附属機関の規約から規程への変更について

 

殯陽ך䫎牰 よって『可決』されました。

　規程の変更内容については、順次「町内おしらせ」等で報告いたします。
尚、町内全般の規約については、「公民館の書棚」に規約集として配備します。

　 　
　

　

　　

紙上総会(1月24日）で寄せられた意見を紹介します。 
○運動会を町内行事から外し、やりたい人だけでやってほしい。 
○区費の徴収は責任重大で、できるなら特定の人を選任してほしい。 
　または、各自、組長に届けるようにしてほしい。

大変貴重な意見をありがとうございました。　 
上記２点のご提案に対するご意見があれば、お寄せください。 
運動会については、こども達の意見も聞いてみてください。 
◆３月の役員会議でも協議しました。（内容については後日お知らせします）

・公民館にこんな設備がほしい。こんな行事を計画してほしい。　 
　どんなことでも大丈夫（OK)です。 
・忌憚のないご意見をお寄せください。 
（寄せられたご意見は「町内お知らせ」に掲載し、 
　　　　　　　　　　　　町内の皆さんの意見を募ります。) 
・書式は問いませんが、○組は最低限記入して下さい。

町内の皆さんの意見、提案を幅広く募集します。 
　　「ご意見箱」は公民館玄関の「郵便受け」と一緒です。 
　

令和４年度　紙上臨時総会（２月７日発議）　結果報告

令和　４年　４月　１日　第１０２号 
　　　　　　　区長　　　田宮　正明

・瀬波中町自主防災・防犯会鋉秈�խ→　中町自主防災・防犯会鋉玎
・瀬波中町公民館鋉秈�խխխխխխ→　中町公民館鋉玎



＜会計報告＞　　令和４年３月１日～令和４年３月31日　　　

諸経費 電気料 水道料 ガス代 灯油代 事務費 備品

3,879 2,970 1,980 1,950 5,030 0

補助金 公民館 防災会 育成会 みよし会 若連中 祭維持会
0 0 0 0 0 0

　

町内には、三吉神社・金刀比羅神社（総称して「お観音様」）があります。この神
社は「災難・災害の防止・疫病退散」を祈願して建てられた神社であり、千手寺を
守護する神社でもあったのです。いつごろ瀬波に勧請されたかははっきりしませ

かんじょう

ん。江戸時代、千手寺は公民館裏の茶畑のところにありました。寺は明治に廃寺と
なり神社だけが残りました。江戸時代は表通りから公民館までの小路は「千手寺小
路」と呼ばれていました。 
　二つの神社が瀬波の地に建てられた理由は、江戸時代の瀬波が北前船などの廻船

かいせん

が出入りする湊町であり、船を所有する船主の町・荷物を扱う船問屋の町でもあっ
たからだと考えられます。当時は船に関わる人たちが最も恐れたのが「海難事故」
です。事故が起こると、船はもちろん、人命・積荷等を失うことになります。その
ようなことがないように神社を勧請したのだと思います。 
　この神社は昭和42年に岩船在住の景山（かずやま）さんから中町区に「無償に
て提供」されました。現在は「三吉神社会」が管理しています。 

中町には「三吉神社」または「三吉様」と普段よんでいる神社があります。 
ところが、入口には三吉神社と金毘羅神社の額がかけてあり、三吉大権現だけが祀
られている社ではないのです。 
この社には、外に大国主命（大国様）、稲荷大神、古峯神社、津枝大神がお祀りさ

つ え

れています。 
この神社は管理している三吉神社会では毎年7月に神社会の役員が秋田市内の「三
吉神社本宮」にお参りに行ったり、10月には大国様のお札を瀬波地区と上海府地
区に頒布に回ったりしています。 

は ん ぷ

　12月7日には神主様をお迎えし、「大黒様のお祭り」を、また2月には初午祭を
行い、中町区民の健康長寿、町内の安全と五穀豊穣を祈念しています。

春の百万遍
　今年は当番の７組の有志８名が集ま
り、彼岸の中日（３月２１日）に伝統行
事の「百万遍」が公民館でありました。 
　例年であれば、集まった皆さんが「大
数珠」を回しながら、「町内の安泰・自
身の浄土往生・故人への追善供養・除災・
招福」などをお祈りするのですが、今年
もコロナ禍で大数珠を回すことはやめ
て、お祈りだけにしました。

　中町には「三吉神社」または「三吉様」と普段よんでいる神社がありま
す。ところが、入口には三吉神社と金毘羅神社の額がかけてあり、三吉大
権現だけが祀られている社ではないのです。 
この社には、外に大国主命（大国様）、稲荷大神、古峯神社、津枝大神が

つ え

お祀りされています。
この神社は「災難・災害の防止・疫病退散」を祈願して建てられ
た神社であり、千手寺を守護する神社でもあったのです。いつご
ろ瀬波に勧請されたかははっきりしません。江戸時代、千手寺は

かんじょう

公民館裏の茶畑のところにありました。寺は明治に廃寺となり神
社だけが残りました。江戸時代は表通りから公民館までの小路は
「千手寺小路」と呼ばれていました。この神社は昭和42年に岩船
在住の景山（かずやま）さんから中町区に「無償にて提供」され
ました。現在は「三吉神社会」が管理しています。

中町の神社 ♲し牞爡

（YouTube：瀬波三吉神社で検索）


